
も
っ
て
わ
が
国
の
医
事
雑
誌
の
噴
矢
と
し
て
よ
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

（
日
本
大
学
松
戸
歯
学
部
）

大
槻
修
二
の
編
纂
し
た
「
追
遠
会
誌
」
（
明
ｍ
刊
）
に
よ
れ
ば
、
磐

水
翁
著
訳
書
目
の
な
か
で
、
「
其
名
ヲ
伝
ヘ
テ
其
書
ヲ
存
セ
サ
ル
者
」

七
部
の
な
か
に
、
『
厚
生
新
編
』
と
並
ん
で
『
西
客
対
話
』
を
記
し

て
い
る
。

昭
和
五
十
三
年
日
蘭
学
会
が
刊
行
し
た
大
槻
玄
沢
の
「
西
賓
対

晤
」
は
「
大
槻
文
庫
」
と
「
静
嘉
堂
蔵
書
」
の
蔵
書
印
が
あ
り
、
静

嘉
堂
文
庫
の
許
可
を
得
て
復
刻
し
た
も
の
で
あ
る
。
表
紙
裏
に
は

「
西
賓
対
晤
自
寛
政
甲
寅
至
文
化
甲
戌
、
校
合
可
致
事
」
と
記
さ
れ

て
お
り
、
甲
寅
来
貢
西
客
対
話
、
戊
午
来
貢
蘭
客
通
弁
、
壬
戌
来
貢

三
回
対
談
、
文
化
丙
寅
蘭
人
対
談
記
、
庚
午
西
賓
対
話
記
、
甲
戊
春

対
話
記
の
六
部
よ
り
成
り
立
っ
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
大
槻
玄
沢
は
寛
政
六
年
（
一
七
九
四
）
五
月
四
日
、

五
日
、
商
館
長
（
カ
ピ
タ
ン
）
国
の
日
日
学
書
記
（
シ
キ
リ
バ
）

閃
凹
め
．
医
官
（
オ
ッ
プ
ル
メ
イ
ス
ト
ル
）
尻
の
岸
『
と
対
談
、
寛
政
十

大
槻
玄
沢
と
西
賓
会
話

山
形
敞
一
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年
三
月
二
十
五
日
、
商
館
長
と
書
記
は
同
一
で
、
医
官
”
の
厨
庸
と

対
談
、
享
和
二
年
（
一
八
○
二
）
三
月
四
日
、
医
官
は
同
一
で
、
商

館
長
葛
騨
ａ
ｇ
四
目
．
書
記
目
鼻
と
対
談
、
文
化
三
年
（
一
八
○

六
）
三
月
二
十
一
日
、
商
館
長
己
。
①
南
〉
書
記
①
ｏ
園
①
目
自
．
医
官

罵
罵
①
と
対
談
、
文
化
七
年
三
月
十
八
日
、
商
館
長
、
書
記
、
医
官

は
同
一
で
、
欠
席
し
た
医
官
罵
岸
①
は
書
面
で
説
明
、
次
い
で
文

化
十
一
年
三
月
に
も
対
談
し
て
い
る
が
、
日
付
と
人
名
は
記
さ
れ
て

な
い
。シ

ー
ポ
ル
ト
著
『
江
戸
参
府
紀
行
』
（
東
洋
文
庫
師
、
昭
狸
）
に
よ

れ
ば
、
文
政
九
年
（
一
八
二
六
）
出
島
医
官
シ
ー
ポ
ル
ト
厚
煙
巨
園
ぐ
。
目

盟
３
。
江
は
商
館
長
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
旨
営
ミ
筐
の
昌
号
聾
昌
角
．

書
記
ビ
ュ
ル
ガ
ー
国
①
旨
凰
呂
国
胃
鴨
吋
と
と
も
に
三
月
五
日
（
西
暦

四
月
十
一
日
）
江
戸
に
到
着
、
四
月
十
二
日
（
五
月
十
八
日
）
江
戸

を
出
発
す
る
間
に
、
幕
府
及
び
諸
候
の
侍
医
た
ち
と
面
談
し
て
い
る

が
、
大
槻
玄
沢
と
の
面
談
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
は
三
月
十
一
日

（
四
月
十
七
日
）
だ
け
で
、
「
夜
の
ひ
と
と
き
を
幕
府
の
医
師
桂
川
、

通
称
ポ
タ
’
一
ク
ス
と
あ
る
大
名
の
侍
医
大
槻
玄
沢
と
と
も
に
過
ご

す
。
両
名
は
オ
ラ
ン
ダ
人
の
友
で
あ
り
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
学
問
の
偉
大

な
知
己
で
あ
る
」
（
斉
藤
信
訳
）
と
記
さ
れ
て
い
る
。

私
の
所
蔵
す
る
『
西
戌
春
西
賓
来
朝
会
話
雑
記
』
は
シ
ー
ボ
ル
ト

の
『
江
戸
参
府
紀
行
』
に
相
応
す
る
も
の
で
、
「
土
岐
針
十
郎
殿
膝

脳
病
シ
イ
ポ
ル
ド
処
方
」
の
ほ
か
、
シ
イ
ポ
ル
ド
の
処
方
や
土
岐
針

十
郎
初
診
所
見
を
シ
イ
ポ
ル
ド
自
身
が
書
い
た
も
の
を
貼
布
し
、
さ

ら
に
、
商
館
長
ス
チ
ュ
ル
レ
ル
、
書
記
ビ
ュ
ル
ゲ
ル
の
書
い
た
蘭
文

を
も
貼
布
し
て
い
る
。

し
た
が
っ
て
、
本
書
は
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
の
『
西
賓
対
昭
』
の
続

編
と
な
る
べ
き
も
の
で
あ
る
が
、
大
槻
玄
沢
が
文
政
十
年
（
一
八
二

七
）
三
月
晦
に
「
宿
疾
寒
油
大
動
、
又
加
傷
食
」
の
た
め
逝
去
し
た

た
め
、
草
稿
の
ま
ま
伝
え
ら
れ
た
も
の
か
と
考
え
ら
れ
る
。

本
総
会
に
お
い
て
は
本
書
の
内
容
に
つ
い
て
考
察
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。

（
東
北
大
学
）
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